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題になったケースも少なくない。　
中東の多くの国々では三〇歳以下の若者が人口の過半数を
占める。高等教育が普及する一方で若年層の失業率は高く、政情不安や古い価値観との軋轢など、さまざまな生きづらさを抱えた若者たち とって、高価な機材や演奏技術を必要とせず、路上でもインターネット上でも発表の場が見つかるラップ音楽は、自分たちの声を社会に届ける格好のツールとみなされる。くわえて、中東には詩や語り物など、口頭 言語芸 の豊かな伝統があり、今でもそれらが生活 中に息づいていることが、ラップを受け入れ、育む土壌になっている。　
アラブ圏においてラップの役割が大きく注目されるように























代以降、若者たちの自己表現のひとつとして中東全域に広り、定着するようになった。もとも ストリートの文化であるラップが急速に身近な存在 なっ のには、インターネットの普及が深く関わっている。ユーチューブやサウンドクラウドなどのサイト上には、中東各地の若者たちが投稿 ラップの音源や手作りのミュージックビデオが溢れている。 の多くは社会的、政治的なメッセージを含んでおり、児童婚 被害をプで訴えたアフガニスタン人の少女ラッパ など、世界的な話




Rap and Socio-political Change in the Middle East, YAMAMOTO Kaoru
とによって、さらに多くの市民の動員へとつながった。検閲の網をかいくぐってアンダーグラウンドで若者たちの間に広まっていたラップもまた、抗議行動へ 参加を促す呼び水となった。　
チュニジアではエル・ジェネラルというラッパーが二〇一〇





































る追放や占領の経験を通じて、パレスチナの人々は文学や映画、音楽、美術など、豊かな抵抗文化を育んできた。 うした抵抗文化の系譜のなかで ラップは二〇〇〇年代以降、もっともパワフルで影響力のある表現とし 社会に受け入れられてい 。多く ラッパーたちが活動しているだけでなく、各地の文化センターなどでラップは、非暴力での意思表明の手段として子どもや若者たちに教えられ、ヒップホップ・ダンスも含めたコンテストがハマース支配下のガザ地区で行わ
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Long Live Palestine 2 』より一部抜粋）
　
このようにラップは、文化と政治が交わるグローカルな現象
として、きわめて興味深い展開を中東で果たしているのである。
（写真２：日本発売されたDAMのアルバム）
